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火山調査研究推進本部 

第３回 本部会議 議事要旨 

 

１．日時 令和７年３月２８日（金） １７時００分～１７時２１分 

 

２．場所 文部科学省 省議室 

 

３．議題 

（１）火山に関する観測、測量、調査及び研究の推進についての総合的かつ基本的な

施策の中間取りまとめについて 

（２）火山調査委員会の活動について 

 

４．配布資料 

資料３－(１) 火山調査研究推進本部構成員 

資料３－(２) 出席者名簿 

資料３－(３) 火山調査研究の推進について―火山に関する観測、測量、調査及び研究

の推進についての総合的かつ基本的な施策― 中間取りまとめ（案） 

資料３－(４) 火山調査研究の推進について―火山に関する観測、測量、調査及び研究

の推進についての総合的かつ基本的な施策― 中間取りまとめ（案）概要 

資料３－(５) 火山調査委員会の活動状況 
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５．出席者 

（火山調査研究推進本部長代理） 

藤原 章夫 文部科学事務次官 

 

（火山調査研究推進本部員） 

阪田 渉 内閣官房副長官補（内政担当） 

千代延 晃平 内閣官房副長官補（事態対処・危機管理担当）付危機管理審議官 

（鈴木 敦夫 内閣官房副長官補（事態対処・危機管理担当） 代理） 

井上 裕之 内閣府事務次官 

竹内 芳明 総務事務次官 

飯田 祐二 経済産業事務次官 

吉岡 幹夫 国土交通事務次官 

 

（常時出席者） 

山本 悟司 国土地理院長 

野村 竜一 気象庁長官 

 

（政策委員会 委員長） 

藤井 敏嗣 山梨県富士山科学研究所 所長／国立大学法人東京大学 名誉教授 

 

（火山調査委員会 委員長） 

清水 洋 国立研究開発法人防災科学技術研究所 

巨大地変災害研究領域 火山研究推進センター長／ 

国立大学法人九州大学 名誉教授 

（政策委員会 総合基本施策・調査観測計画部会 部会長） 

西村 太志 国立大学法人東北大学大学院理学研究科 教授 

 

（事務局） 

堀内 義規 文部科学省研究開発局長 

梅田 裕介 文部科学省研究開発局地震火山防災研究課長 

吉田 和久 文部科学省研究開発局地震火山防災研究課地震火山室長 

相澤 幸治 文部科学省研究開発局地震火山防災研究課火山調査管理官 
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６．議事概要 

・冒頭、本部長代理より、この１年間で火山調査研究推進本部が取り組んできた全

国 111の全ての活火山の評価やそのうち８火山の重点的な評価、これからの我が

国の火山調査研究の基本方針を定める「総合基本施策」の立案に向けた議論に触

れつつ、防災・減災に貢献する火山調査研究の推進に向けて、関係機関で力を合

わせて取り組むことなどについて挨拶があった。 

 

（１）火山に関する観測、測量、調査及び研究の推進についての総合的かつ基本的な

施策の中間取りまとめについて 

・資料３－（３）～（４）に基づき、藤井政策委員会委員長より、「火山調査研究の

推進について―火山に関する観測、測量、調査及び研究の推進についての総合的

かつ基本的な施策― 中間取りまとめ（案）」について説明があった。 

・本部員及び常時出席者より、「火山調査研究の推進について―火山に関する観測、

測量、調査及び研究の推進についての総合的かつ基本的な施策― 中間取りまとめ

（案）」の内容を踏まえて、各府省の取組について発言があった。 

・ 「火山調査研究の推進について―火山に関する観測、測量、調査及び研究の推進に

ついての総合的かつ基本的な施策― 中間取りまとめ（案）」は、原案のとおり決

定した。 

 

（２）火山調査委員会の活動について 

・資料３－（５）に基づき、清水火山調査委員会委員長より火山調査委員会の活動

状況について報告があった。 

 

・最後に、本部長代理より、以下の発言があった。 

 決定された「火山に関する観測、測量、調査及び研究の推進についての総合的

かつ基本的な施策の中間取りまとめ」を基に、火山防災対策の強化に向けて、

関係省庁連携の下、調査研究に取り組むこと。 

 総合基本施策の最終案や調査観測計画の策定に向けての検討、火山調査委員会

での総合的な評価についても引き続き進めること。 


